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　　　（日本史学研究叢書17）
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　日本近世の金建経済圏・銀建経済圏に加えて銭建の経

済圏の立論で注目を集めている（「徳川後期の『銭遣い』

について」『三田学会雑誌』73－3，1980，他）岩橋丹券氏が，

これまでの十年以上に亘究て書き溝めてこられ唯徳川期

物価史に関する論考を整理されて，一冊にまとめられた

のが本書である6基礎になる諸稿は，ずでに多くの人の

注目を集め，岩橋氏の発掘・整理された地域物価系列は，

定評付きの系列として利用されてきている。一例をあげ

ると宮本又郎「江戸時代における諸地方米市揚間の連関

性にρいて，1651－1850一米価変動の相関分析一」

（r大阪大学経済学』31－213，1981，12，所載）は，岩橋

氏の13系列に武市佐市郎（土佐）・高瀬保（加賀）両氏お

よびr鳥取藩史』にある3系列を加えて解析されたもの

である。このことからも，十数篇の一連の論考が整理さ

れ書き改められたことは，読者にとって，極めて便利な

だけでなく，これを通読することによって，改めて氏の

分析と，データ整理の周到さに教えられることが多いの

は評者だけではないであろう。本書は，日本経済史の専

門家にとっても，興味のつきない力作であろうが，評者

の様に統計データ論を専攻するものにとっても，松井透

『北インド農産物価絡の史的研究』（1977）につぐ，一次資

料の再構成から出発した歴史的物価統計のデータ処理の

文献として見逃すこ．とが出来ない。

　近年急速に開花した数量経済史の諸文献も，確かに欧

米諸国でのこの分野での発展に方法論的に刺激された一

面があるにせよ，より根本には，第二次世界大戦の敗戦

に伴う，，社会変革によらて惹起された一次資料の公開に

負っているのではなかろうか。戦後の物価史研究の礎石

となった三井文庫編『近世後期における主要物価の動

態』（1952）も，三井財閥の解体を抜きに．しては語られ，な

い。この資料を基礎に，新保博r近世の物価と経済発展
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一前工業化社会への数量的接近　　』（1978）が書かれ

たし，・ここで取りあげる岩橋氏の各地の物価系列の整理

も，旧藩文書の一般公開があってのものであり，松井氏

のインド物価資料も，イギリスの植民地支配の終止符の

結果でもある。　　　　　　　、

　岩橋氏の作業が，まつ各地の米価時系列デ晶タの整備

にむけられたのは，新保氏等の戦後のすぐれた江戸期物

価史の研究が，個別商品価格の分析を通じて，この社会

の近代化の動向を分析する手法が，大阪・江戸・京都の

三都のデ鼠タに依拠せざるを得なかったのに対し，山崎

隆三氏の問題提起（「元禄・享保期の米価変動について」’

r〔大阪市大〕経済学雑誌』48－4，1963）を深化させ，米と

いう石高制の経済体制の下での一種の基準財の価格を一

般物価水準の指標として，地域米価の変動を追跡するこ

とによって，近世における全国的市二四の成立の時点と

・基盤とを明らかにしょうとした野心的な試みであると概

括することが出来る。

　本書は，戦後の日本物価史の学界展望とそのなかでの

著者炉明らかにしょうとしていることの提示である「近

世日本物価史研究の動向と課題」という序章と，3部の

本論で構成されている。すなわち，第1部「近世米価時

系列作成の方法」で，米価を石代納価格（「三代値段」）で

とらえる理由とその手法の妥当性につ恥て検討し，第2

部「各地米価史料とその時系列化」で，，その手法に基づ

いて，江戸を始めとする5地域の東日本米価系列，大阪

を始めとする8地域の西日本米価系列の推計方法と推計

結果を示してい1る。この合計15地域系列と，金建て表

衰　岩橋氏の推計・整備した米価系列
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（注）　＊は，岩橋氏が一次資料から発掘したも

　の，他の多くの系列にも，岩橋氏の追加補

　間が含まれているD
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示の大阪系列の対象地域と，対象期間をまとめると，下

表の様になる。

　これらの諸系列を基礎に，第3部「近世米価の地域的

構造と経済変動」で，17世紀から19世紀にかけての徳

川三百年の米価変動と，その含意を，全国的市揚圏が成

立したかどうかを判定基準として分析している。

　最初に，本書の米価時系列データ作成の最も基本であ

る「二代値段」について簡単に紹介しでおく。（第1部）

江戸期の経済体制が石高制であるといった所で，米以外

の生産物がないわけではないし，当然それ等の生産者に

対しても課税される（米以外の商品作物の生塵者も然り

である）以上，それ等の生産者は，金納せざるを得ない

し，それは建前としては上石表示であり，従って米石門

値段が示されなければならない。この公定値段が，米価

市揚の実勢価格に一致している．ならば，この「石代値

段」を集める二とによって，米価を知ることが出来る。

しかも，同一領内では，適用される「目代値段」は同一

であるから，資料の残存率が高く，長期時系列データを

作成しやすくなる，というのが岩橋氏の作業仮説である。

この作業仮説に従って，幕府の天領と，二二とに分けて，

気温値段決定仕法を調べ，『地方凡例録』の享保期まで

「定価」であったという記述等は誤りであることを明ら

かにし，しかも幕領・旧領を問わず，「石代納」を許す

に当っての「増値段」を減ずると，地域の米価水準に，，

一致することを論証している。この論証過程で同一領内

の各地の米価資料を検討して，運送経費（陸送・海送等）

の重要性を明らかにしている。

　この「石心値段」による地域米価が「中央市揚で成立

する米価とどのように対応するかを示すには，大阪堂島

米市揚のどの銘柄の価格を採用するかを決める必要があ

る。そのために各地の米の銘柄別価格は，公称の一石当

りの価格で示・されていることを示し正味（内実量）別価格

に換算することによって，銘柄差がほどんどなくなり，

残差部分は，品質であり，その品質差は，明治期以降の

品質差にほぼ対応することを明らかにしている。この様

な手続きを経て，大阪の米価系列を新に確定している。

（この慎重な手順は，江戸米価として，一般に使用、され

ている「張紙値段」の吟味，特に春・夏・冬ρ三季のど

の価格を採用するかの検討でも示されている。）

　この「二代値段」使用という作業仮説の検討の後に，

一つ一つの地域について，既存資料の吟味，あるいは新

規資料の発掘を行ったうえで，その地域の系列として，

何箇からの系列から代表的系列を導出する手順が示され，

どの時点のデータにまだ問題が残っているかに至るまで
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　　　克明に記述されている。（例えば，「張紙値段」は170－171

　　　　ページめ表4－1に最終的計数が示されているが，この表

　　　　を決定版として利用するも、9は，186ページの註10を参

　　　照することによって，未確定値を知ることが出来るとい

　　　　つた形で，、既存の諸文献の誤りが，誤転記（169ページ）

　　　　に至るまで記されている。）

　　　　　この地域系列が，「東日本」「西日本」とに区分されて

　　　いる理由は，第3部に至るまでは明確に説明されない。

・　　　第3部下7章でこれらが実は，金建米価圏，銀建米価圏

　　　であると明示され’る（これは，むしろ第2部冒頭で提示

　　　　され’る方が判りやすい），そのうえで米価の地域間の関

　　　連が，それぞれの地域系列の時系列トレッドと，トレン

　　　　ドからの短期的野差の両面から分析される。トレンドの

　　　．析出には極端な変動値の影響を避けるために，van　der

　　　Weeの移動四分位中位値法を使用して，11年移動平均

　　　法によっている。長期トレンドが特定地域間でどのよう

　　　な類似的動きをするかの図示的吟味，短期的変動を示す．

　　　変化率格差の吟味の後，中央市平と水運で結ぼれている

　　　　とざ遠隔または陸運で結ばれているときよりも短期変

　　　動の巾が小さく，金建ての東日本より銀建ての西日本の

　　　方がより緊密に連動しているといった幾つかの興味のあ

　　　る事実命題の導出の後，米価の長期的変動を金・銀両建

　　　の貨幣数量の変動による影響を除去し，実質化し，16

　　　世紀中葉以降17世紀70年代まで米価は騰貴し，その後

　　　ゆるやかに低落し，19世紀初めに一時横ばいどなり，

　　　その後文政改鋳後名目は急騰，実質は再び低落したとい

　　　　う事実命題を導出している。・この米価の趨勢を，市揚物

　　　済の発展，生産量の変動，人口の変動と対比させ，さら

　　　には，瀬戸内地方での商品化が予想以上に進展していた

　　　ことを推定し，その上の完全な全国志下成立を妨げてい

　　　たのは「大名金融にかかわる定量廻米」という「幕藩制

　　　的限界」であり，これが解消するのは明治に入って，日

　　　清戦争後の全国的飾揚の成立であるとしている。

　　　　この第3部は，極めて示唆に富んだ事実命題が導出さ

　　　れてめるし，著者によって，第1部・第3部は「予備的

　　　作業」であって，第3部が「本論」という位置付けく37

　　　ページ）がなされているけれども，第1部・第2部で示

　　　されたデータから得ら．れる情報がすべて語りつくされて

　　　いるとは思われ’ない。むしろ，本書全体が，著者の全体

　　　隠江下期経済史像に対するデータの提示であると読むこ

　　　とも許されるのではなかろうか。一例をあげると，1短期

　　　的変動の振幅の大きい地域は，その地域が局地的市揚で，

　　　限界的供給者であるためかもしれない，いますこし地域
　　’
　　　毎の経済構造の分析と連結しての分析を，と望むのは望

Vo1．34　No．2

蜀で1あろうか。

　またここまで横断面的分析が可能なデータが整備され

て来ると，横断面・時系列結合の統計解析手法が援用さ

れても良いのではないかと考えられる。「近代経済社会

のもとでの多様な統計データを精選して処理する揚合な

らばともかく，たまたま得られた史料から作成『された前

近代の価格データに精緻な統計処理を施すことの弊害を

も危擢した」（あとがき，515ページ）態度に共感をおぼ

えるのと同時に，ここで得られたデータの量は，直観的

推論に依存するには，著者の努力によってすでに膨大に

なりすぎているのではなかろうか。

　最後に本書の様に長く読まれるに違いない文献にとっ

てあってほしくない，編集者の心くばりによ．って防げる．

蝦瑛として，図2－5，図64などにみられる図凡例（1eg－

end）の誤りは重版の際に直されたい。また図の軸の年

次が，西潜・元号または両者と入りまじっているが，例・

えぱ天に西暦，地に元号といった表示で統一するという

のも読者にと6ては判りやすい。これは好みに属するこ

とかもしれないが，新保博r近世の物価と経済発展』と

同様に本書も引用文献索弓ザには，刊年論文の際g）雑誌

名，巻・号を省略しているが，いっそ引用文献目録を兼

ねて，刊平等を入れておいてほしいと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔松田芳郎〕
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